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[. 金融 行政 運営 の 基本 方 針 


金融 訂 は 、 平成 27 事 務 年 度 より 、 金融 行政 が 何 を 目指 し 、 いか な る 方 針 で 行政 を 行っ て いく か に つい て 「 和 金融 行政 方 針 」 
と し て 明確 化し 公表 。 その 進捗 や 実績 を 年 次 で 評価 し 、 現状 分 析 や 問題 提起 と あわ せ 「 金 融 レ ポー ト 」 と し て 公表 


国 哮 ” 翌 事 务 年 度 O) | 金融 行政 方针 j 民 反映 ~PDCA の 実施 ~ 








画 金融 后 で は 、 金 融 行政 の 目標 を 下記 の 通り 明確 化 
企業 ・ 経 済 の 持続 的 成長 と 安定 的 な 資産 形成 等 に よる 国民 の 厚生 の 増大 


金融 ンス テム の 安定 プ 金 融 仲 介 機 能 の 発揮 
利用 者 保護 利用 者 利便 それ ぞ れ 両立 
市 場 の 公正 性 ・ 般 明 性 市 場 の 活力 





加 こう し た 目標 が 、 単 な る 標語 で は な く 、 職員 が 常に これ を 意識 し て 業務 運営 に 携わる よう 、 
下記 の 金融 庁 ・ 金 融 行政 の 改革 を 実施 
" 組織 文化 (カル チャ ー) の 変革 
ガバ ナン ス の 改革 
" 組織 の 見 直し 
y 検査 ・ 監 督 の あり 方 の 見 直し 等 


IT. 金融 当局 ・ 金 融 行 政 運 営 の 改革 (1) 








1. 金融 庁 の 改革 











組織 文化 (カル チャ ー) の 変革 ガバ ナン ス の 改革 組織 の 見 直し 


外部 か ら の 意見 や 批判 等 が 的 確 に 反映 され 


金融 行政 が 直面 する 課題 に 的 確 に 





職員 が 真 に 「 国 民 の た め 、 国益 の た め に 
働く 」 組 織 へ の 変革 


人 事 評 価 の 見 直し 
(国益 の た め に チャ レン ジ し 、 行動 
し て いる か を 評価 基準 に 等 ) 


リー ダー の 育成 
(年 功 序列 に 囚われ な い 能 力 主義 
の 任用 ) 


職員 の 専門 性 向上 / 外 部 専門 
人 材 の 登用 


金融 庁 で 働く 充実 感 の 向上 


る 開か れ た ガバ ナン ス 


政策 評価 有識者 会 議 に よる 政策 評価 
の 充実 と 各種 有識者 会 議 の 積極 的 
活用 


業務 改善 等 の 専門 家 に よる 、 金 融 
行政 に 対す る 外部 評価 を 実施 
様々 な チャ ネル か ら 外 部 の 意見 や 
批判 が 入る 仕組 み の 整 備 

情報 発信 の 充実 な ど に よる 行政 の 
透明 性 向上 


対応 


> 金融 行政 の 戦略 立案 機能 ・ 総 合 
調整 機能 の 強化 


市 場 行政 を 含め た 企画 能力 と 
フィ ン テ ッ ク 対 応 の 強化 


各 業 態 毎 の 検査 (オン サイ トモ ニ 
タリ ング ) と 監督 (オフ サイ トモ ニ 
タリ ング ) の 一 体 化 





IT. 金融 当局 ・ 金 融 行政 運営 の 改革 (2) 





2. 検査 ・ 監 督 の あり 方 の 見 直し 
> 金融 行政 の 視野 を 、「 形 式 ・ 過 去 ・ 部 分 」 か ら 「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 へ と 広げ た 新しい 検査 ・ 監 督 を 実現 する 

形式 か ら 実 質 へ 過去 か ら 未 来 へ 部 分 か ら 全体 へ 
最低 基準 (ミニ て ム ・ ス タン ダー ト 「) が 過去 の 一 時 点 の 健全 性 の 確認 特定 の 個別 問題 へ の 対応 に 集中 
形式 的 に 守ら れ て いる か 














将来 に 向け た 健全 性 が 確保 され 真 に 重要 な 問題 を 特定 し 、 対 応 


て いる か 


実質 的 に 良質 な 金融 サー ビス が 
提供 で き て いる か (ベス ト ・ プ ラク 
ティ ス ) 


> その た め 、 以 下 の 点 を 含む 「 金 融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (検査 ・ 監 督 基本 方 針 ) 」 を 策定 
チェ ッ ク リ スト に よる 機械 的 確認 (ルー ル ベ ー ス の 検査 ・ 監 督 ) か ら 、 ル ー ル と プリ ン シ プ ル の バラ ンス を 重視 し 、 
金融 行政 の 目標 に 遡り 重要 な 問題 を 議論 


金融 機関 が 顧客 に と っ て 優れ た サー ビス の 提供 を 競い 合い 、 ベ スト ・ プ ラク ティ ス を 追求 する よう 促す 
顧客 が 金融 機関 を 主体 的 に 選択 で きる よう 、 金融 機関 の 取組 み の 「 見 える 化 」 を 進め る 

金融 機関 の 経営 の 健全 性 が 将来 に お いて も 確保 され る よう 、「 動 的 な 監督 」 に 取り 組む 

「 悪 し き 裁量 行政 」 に 陥ら な いよ う 、 外部 か ら の 提言 ・ 批 判 が 反映 され る 仕組 み を 整備 


と 法令 等 に 基づく 申請 等 に 関し て 、 財 務 局 も 含め て 、 許 認可 等 の 審査 プロ セス の 効率 化 ・ 迅 速 化 ・ 透 明 化 を 一 層 進 め る 3 


“< 和 <“ < 


亚 . 金融 上 の 課題 の 包括 的 検討 


と 国 全体 と し て 最適 な 資金 フロ ー( 資 金 供給 者 と 資金 吉 要 者 の ニー ズ の 最適 な 
画 名 種 行政 施策 の 評価 を 行う マッ チン グ ) が 実現 し て いる か 、 ど うす れ ば より 良い 均衡 が 実現 する の か と 
と と も に 、 金 融 を 巡る 環境 の いっ た 観点 か ら 、 課 題 の 分 析 と 政策 手段 の 提示 を 行っ て いく 


変化 に 伴い 、 新 た な 課題 に > 各種 有識者 会 議 に お ける 議論 や 、 外 部 の 専門 家 ・ 研 究 者 の 知見 を 活用 し な が ら 、 
遅れ ず 対応 する 必要 金融 の 全体 像 に つい て 包括 的 (holistic) か つ 将 来 の 変化 も 見 据え て (forward 
-looking) 検証 


金融 と 経済 の 好 循 環 の イメ ー ジ 











资本 市 场 


| 资本 市 场 コー ポレ ー ト ガバナンス コー ド 
(アセ ッ ト マ ネー ジャ ー) 


me ふい ( ア セッ トマ ネー ジャ ー) 4 スチ ュ ワ ー ド シッ プ ・ コ ー ド 


アセ ウト オー ナー 顧客 本 位 の 業務 運営 


家計 (良質 な 商品 ・ サ ービス ) | 企業 


長期 ・ 積 立 ・ 分 散 投資 




















事業 性 評価 
共通 価値 の 創造 司 
| i | 日 銀 預け 多 賃金 
国債 国債 


IV. 国民 の 安定 的 な 資産 形成 に 資す る 金融 ・ 資 本 市 場 の 整備 (1) 





1. 家計 の 安定 的 な 資産 形成 の 推進 と 顧客 本 位 の 業務 運 


(1) 「 顧 客 本 位 の 業務 運営 」 の 確立 と 定着 


> 「 原 則 」 の 定着 に 向け 、 金融 機 関 の 取組 み の 「 見 える 化 」 を 促進 


2017 年 3 月 v 金融 機関 間 で 比較 可能 な KPI 等 の 公表 
[顾客 本 位 四 业务 | | (長期 的 に リス ク ・ 手 数 料 等 に 見 合っ た り リターン を 提供 し て いる か な ど ) 
運営 に 関す る | 4 v 金融 機関 へ の モニ タリ ン ゲ 
原則 」 を 公表 “ ー 把 握 し た 結果 に つい て 、 全体 の 傾向 や 取組 事例 等 を と り ま と め 公 表 
ー 金 融 機関 が 掲げ る 顧客 本 位 の 取組 方 針 が 、 多 数 の 営業 担当 者 を 擁し て 
需要 を 掘り 起こ す 「 ブ ッシュ 型 」 と いわ れる 営業 体制 下 で 実現 可能 か 、 分 析 ・ 検 証 





(2) 長 期 ・ 積 立 ・ 分 散 投資 の 推進 


2018 年 1 月 > 官公庁 や 民間 企業 へ の 横 展開 を 視野 に 、 金融 庁 に お いて 職場 つみ た て NISA を 導入 
つみ た て NISA の > 職場 つみ た て NISA の 導入 と 連携 し た 投資 教育 の 推進 
開始 > 新た な 情報 発信 チャ ネル の 活用 (個人 プロ ガー 等 と の 意見 交換 、 ネ ッ ト 好 "イア へ の 情報 発信 ) 


(3③) 退 職 世代 等 に 対す る 金融 サー ビス の あり 方 の 検 計 


Hu > 退職 世代 等 の 様々 な 状況 を 踏ま え 、 金 融資 産 の 運用 ・ 取 崩し を どの よう に 行い 、 
6 割 を 保有 ] 幸せ な 老後 に つなげ て いく か 、 金 融 業 は どの よう な 貢献 が で きる の か 検討 





IV. 国民 の 安定 的 な 資産 形成 に 資す る 金融 ・ 資 本 市 場 の 整備 (2) 


2. ガバ ナン ス 改 革 の 更 な る 推進 と 機関 投資 家 の 
2014 年 2 月 
「 ス チュ ワー ド シ ッ プ ・ コ ー ド 」 と ガバ ナン ス 改 革 は 進展 
の 策定 一 方 、 資 本 コス ト を 意識 し た 果断 な 経営 判断 が 行わ れず 、 現 預金 が 内 部 留保 と と も 


(2017 年 5 月 改訂 ) に 増加 し て いる 企業 も 多い と の 指摘 


= 機関 投資 家 と 企業 の 対話 を 通じ 、 中 長期 的 な 企業 価値 の 増大 に 向け た 経営 が 
2015 年 6 月 進む よう 、 対話 の 際 の ガイ ダン ス を 策定 


「 コ ー ポ レー ト ガ バナ ンス ・ = アセ ッ ト オ ー ナ ー の 専門 性 の 向上 に 向け た 方 策 を 検討 
コー ド 」 の 策定 





3. 市 場 監視 機能 の 強化 


金融 市 場 等 の 情報 を 適時 に 収集 する ほか 、 マ クロ 的 な 視点 に 基づく 分 析 を 行う 
市 場 構 造 の 急速 な 変化 な ど 、 フ ォ ワ ー ド ルッ キン グ な か 市場 監視 を 実施 し 、 問題 の 再発 防止 ・ 早 期 発 見 


新しい 商品 ・ 取 引 が 出現 市 場 監視 の 空白 を 作ら ぬ よ う 、 市 場 で 起こ っ て いる こと を 常に 注意 深く 把握 し 、 的 確 に 対応 
行政 処分 勧告 等 だ け で な く 、 問題 の 全体 像 を 把握 の 上 、 根 本 原因 を 究明 ・ 指 摘 


市 場 に お ける フィ ン テ ッ ク する こと に より 再発 を 防止 


等 の 進展 
AI に よる デー 人 タ 分析 な ど IT を 活用 し た 新しい 市 場 監視 シス テム の 導入 を 検討 





V. 金融 仲介 機能 の 十分 な 発揮 と 健全 な 金融 ンス テム の 確保 (1) 





地域 金融 機関 
(1) 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 


> ビジ ネス モデ ル の 持続 可能 性 等 に 深刻 な 課題 を 抱え て いる 地域 金融 機関 に 対し 検査 を 実施 し 、 課 題 解決 に 
向け た 早急 な 対応 を 促す 
金融 仲介 (企業 の 価値 向上 支援 等 ) の 発揮 状況 を 表す 客観 的 な 指標 群 (KPI) を 選定 ・ 公 表し 、 金 融 機関 の 
取組 み の 「 見 える 化 」 を 図る 
金融 機関 に よる 企業 支援 を 促進 する た め 、 地 域 経済 活性 化 支援 機構 (REVIC) 及び 日 本 人 材 機構 に よる 人 材 ・ 
ノウ ハウ 支援 を 強化 。 また 、 金 融 機関 の 業務 範囲 規制 の 緩和 を 検討 
公 的 金融 と 民間 金融 の 競合 等 の 実態 を 調査 し 、 望ま しい 関 係 の あり 方 を 関係 者 と 議論 
将来 に わた っ て 健全 性 と 金融 仲介 機能 を 両立 させ る 競争 の あり 方 、 金 融 機能 の 維持 や 退出 に 関す る 現行 の 制 
度 ・ 監 督 の 改善 余地 に つい て 、 有 識者 と 検討 





(2) 経済 ・ 市 場 環境 の 変化 へ の 対応 


> 低 金利 環境 の 継続 、 金 利 上 昇 の いずれ の 場合 で も 健全 性 を 維持 で きる よう 、 証券 運用 を は じ め と する リス ク 管 理 
の 高度 化 等 に 向け た 対話 を 継続 


(3) 金融 ビジ ネス の 環境 変化 に 対応 し た ガバ ナン ス の 発揮 


金融 機関 の 中 に は 、 希 望 的 な 観測 に 頼っ た 経営 を 行っ て いる 先 や 、 ビ ジネス モデ ル の 持続 可能 性 に 大 き な 懸 念 
が ある に も 関わ ら ず 必要 な 改革 を 行わ ず 、 社 外 取 締 役 ・ 株 主 等 外部 か ら の 牽制 機能 も 働い て いな い 先 が 存在 。 
この た め 、 各 人 金融 機関 の ガバ ナン ス の 実態 を 把握 し 、 改 善 に 向け た 対話 を 実施 





V. 金融 仲介 機能 の 十分 な 発揮 と 健全 な 金融 ンス テム の 確保 (2) 


3 メガ バン ク グ ルー プ 


> 海外 業務 が 拡大 し 、 世 界 経済 ・ 市 場 環境 の 変化 か ら 受 ける 影響 が 増大 
> 技術 の 進展 等 に より 、 従 来 の 競争 上 の 力 の 源泉 が 負 の レガ シー アセ ッ ト 化 する よう な 大 き な 環 境 変化 に 直面 
する 中 、 遅 れず に 適切 な 対応 を と る こと が で きる 、 買 の 高い ガバ ナン ス の 構築 が 重要 








(1) 世界 経済 ・ 市 場 環境 の 変化 へ の 対応 


スト レス テス ト の 活用 を 含め 、 経 済 ・ 市 場 環境 の 変化 に 対す る 機動 的 な リス ク 管 理 

より 安定 的 な 外貨 調達 の 実現 や 外貨 流動 性 管理 の 高度 化 

低 金利 環境 下 で 拡大 し た ハイ ブリ ッ ド ファ イナ ンス や 不動 産業 向け 貸出 等 に 対す る 規律 ある 審査 や 期中 管理 
政策 保有 株 式 の 削減 等 、 株 価 変動 リス ク の 適切 な が コン トロ ー ル に 向け た 迅速 な 対応 


(2) 金融 ビジ ネス の 環境 変化 に 対応 し た ガバ ナン ス の 発揮 
> 資本 効率 を 重視 し た 業務 の 選択 と 集中 を 適切 に 実行 で きる ガバ ナン ス の 構築 


持株 会 社 の 適切 な 関与 の 下 で の 顧客 本 位 の 業務 運営 の 確保 
> IT 技術 の 進化 や イノ ベー ショ ン の 進展 を 見 据え た 大 胆 か つ タ イム リー な 対応 
と グロ ー バ ル な 業務 展開 、 業 務 の 専門 化 ・ 高 度 化 が 進む 中 、 情 報 収 集 ・ 分 析 能 力 強 化 や 組織 改革 と 人 材 確保 





V. 金融 仲介 機能 の 十分 な 発揮 と 健全 な 金融 ンス テム の 確保 (3) 





保険 会 社 


> 伝統 的 な 国内 保険 市 場 の 縮小 が 予想 され る 中 、 長 寿 化 や IT 技術 の 進展 等 の 環境 変化 に 適切 に 対応 する 必要 


経営 上 の 重要 な 課題 を テー マ に 、 持 続 可能 な が ビジ ネス モデ ル の 構築 や 事業 戦略 に つい て 対話 
新た な リス ク が 出現 する 中 で 、 こ れ に 応え る 新た な 商品 ・ サ ービス の 開発 に 関し 、 前 向き に 対応 
資産 運用 ・ リ スク 管理 の 高度 化 に 向け た 対話 、「 ス チュ ワー ド シ ッ プ 責 任 」 を 適切 に 果たす よう 促す 


ガバ ナン ス が 有効 に 機能 し て いな い 保険 会 社 に 対し て 、 深度 ある 対話 を 実施 する と と も に 、 大 手 保険 会 社 等 
の 経営 戦略 に お ける 海外 事業 戦略 の 位置 づけ 等 を モニ タリ ング 


と 市 況 等 に 左右 され に くい 安定 的 な 収益 ・ 財 務 基 盤 の 構築 、IT 化 に 伴う 顧客 ニー ズ の 変化 等 、 証 券 会 社 を 取り 巻く 
経営 環境 の 変化 へ の 適切 な 対応 が 課題 (顧客 利益 を 十分 考慮 し な い 、 既存 の 営業 体制 を 前 提 に し た ビジ ネス モ 
デル に は 、 限 界 が ある 可能 性 ) 


> 顧客 本 位 の 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル 構 築 に 向け て の 取組 み に つ いて モニ タリ ング 





V. 金融 仲介 機能 の 十分 な 発揮 と 健全 な 金融 ンス テム の 確保 (4) 


国際 的 な 金融 規制 に 関す る 対応 及び 当局 間 の ネッ トワ ー ク ・ 協 力 の 強化 


(1) 国際 的 な 金融 規制 に 対す る 対応 


> 世界 金融 危機 後 の 国際 的 な 金融 規制 改革 に 関し 、 経 済 成長 と 金融 レス テム の 安定 の 両立 を 目指 す 考 え 方 に 
立つ て 、 バ ー ゼ ルル の 早期 の 適切 な 最終 化 や 規制 改革 の 影響 評価 等 に 取り 組む 


我が国 で は 世界 に 先駆け て 高齢 化 が 進展 する 中 、 金 融 機関 の 持続 可能 な ど ビジネ スモ デル の 構築 が 課題 で あり 、 
今後 、 多 く の 国 々 が 同様 の 課題 に 直面 。 各 国 と 経験 や 知見 を 共有 し 合い 、 課題 の 解決 に 貢献 





(2) 国際 的 な 当局 間 の ネッ トワ ー ク ・ 協 力 の 強化 


> 英国 の EU 離 脱 に 対し 日 本 の 金融 機関 が 円 滑 に 対応 で きる よう 、 英 国 ・ 欧 州 当 局 に 働き か け 


と アジ ア 新 興国 等 に 対す る 技術 支援 に 関し 、 相 手 国 の ニー ズ に 寄り 添い な が ら 、 金 融 制度 整備 や 金融 当局 の 能力 
向上 支援 に 一 層 了 取り組む 。 グ ロー バル 金融 連携 セン ター を 通じ 、 当局 間 ネ ットワーク ・ 協 力 を 強化 
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VI. IT 技術 の 進展 等 へ の 対応 (1) 
1. 業態 別 の 法 体系 か ら 機 能 別 ・ 横 断 的 な 法 体系 へ の 見 直し の 検討 


金融 ンス テム を 取り 巻く 環境 の 変化 
> 


IT の 進展 等 に より 、 金融 サー ビス の アン バン ドリ ング ・ リ バン ドリ ング の 動き が 拡大 


ファ ンド 等 の 主体 に よる シャ ドー・ バ ン キ ング が 拡大 
金融 機関 の ビジ ネス モデ ル の 再 構築 を 阻害 し な いよ うな 制度 整備 が 必要 
さら に 、 将来 的 に は 、 デ ジタル 通貨 の 出現 等 が 金融 シス テム を 大 きく 変革 させ る 可能 性 


現行 法制 の 特徴 と 課題 ーー 検討 の 方 向 性 


① 同一 の 機能 ・ リ スク に は 同一 の ルー ル を 適用 

② 金融 に 関す る 基本 的 概念 ・ ル ー ル を 横断 化 

③ 環境 の 変化 に 対応 すべ く 規 制 を 横断 的 に 見 直し 
本 金融 審議 会 に お いて 検討 に 着手 


① 類似 の サー ビス で も 、 業態 に に っ て ルー ル が 異な る 
② 金融 に 関す る 統一 的 な 基本 的 概念 / ル レー ル が 存在 し な い 
③ 各 業 法 に 環境 の 変化 に 対応 し て いな い 規 制 が 存在 する 可能 性 


2. フィ ン テ ッ ク を 我が国 の 経済 ・ 金 融 の 発展 に つなげ て いく た め の 方 策 
> 企業 の 財務 ・ 決 済 プ ロ セ ス 全体 の TT 処 理化 を 通じ 、 利 用 者 利便 や 生産 性 の 向上 を 実現 
> 金融 機関 と フィン テッ ク 企 業 に よる イノ ベー ショ ン を 促進 する 環境 を 整備 
> フィ ン テ ッ ク に 係る 国際 的 ネッ トワ ー ク を 強化 





VI. IT 技術 の 進展 等 へ の 対応 (2) 





3. サイ バー セキ ュ リ ティ 


と サイ バー セキ ュ リ ティ の リス ク は 一 層 高 まっ て お り 、 サイ バー セキ ュ リ ティ の 確保 は 金融 ンス テム 全体 に 関わ る 喫緊 の 課題 
と サイ バー セキ ュ リ ティ 演習 へ の 参加 の 拡充 な ど に よる 中 小金 融 機 関 の 対策 の 底上げ 
> 大 規模 金融 機関 に つい て は 、 対 応 能 力 の 更 な る 向上 に 向け て 、 よ り 高 度 な 評価 手法 の 活用 を 促す 


仮想 通貨 市 場 で は 、 仮想 通貨 の 分 岐 、 価 格 の 乱高下 等 の 変化 


> イノ ベー ショ ン 促 進 と 利用 者 保護 等 の バラ ンス に 留意 し つつ 、 交 換 業 者 に お ける 業務 運営 体制 の 整備 状況 等 を 検証 
(シス テム リス ク 管 理 等 ) 


仮想 通貨 市 場 の 動向 の 実態 把握 
> ICO(Initial Coin Offering) に 関す る 実態 把握 及び 利用 者 保護 の 観点 か ら の 注意 喚起 等 
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VI. 顧客 の 信頼 ・ 安 心 感 の 確保 


> 金融 機関 の コン プラ イア ンス は 、 企 業 価値 あ レ ビュ テー ショ ン の 維持 ・ 向 上 に 資す る と の 観点 
を 踏ま え 、 リ スク 管理 の 一 環 と し て 、 意 見 交換 を 通じ 、 当局 の 行政 手法 の あり 方 に つい て 検討 


> 銀行 カー ドロ ー ン に つい て 、 多重 債務 の 発生 防止 や 利用 者 保護 等 の 観点 を 踏ま えた 適切 な 業務 
運営 を 行っ て いる か 詳細 な 実態 把握 を 進め つつ 、 業 務 運 営 の 適正 化 を スピ ー ド 感 を 持っ て 推進 


> ギャ ン ブ ル 等 依存 症 対策 が 多重 債務 対策 に も つなが る よう 、 多重 債務 相談 窓口 と 専門 機関 と の 連携 
体制 の 構築 等 を 図る 


> 少額 短期 保険 業者 に つい て 、 保 険 金額 の 引受 け の 上 限 人 金 額 に 関す る 経過 措置 の 期限 到来 を 
踏ま え 、 対 応 を 検討 


> 障がい 者 や 高齢 者 が 、 安 全 で 利便 性 の 高い サー ビス が 利用 で きる よう な 態勢 の 整備 等 を 促す 


と イン ター ネッ ト 等 を 利用 し た 非 対 面 取引 の 不正 送金 、 振 り 込め 詐欺 、 海 外 発行 カー ド の 不正 利 
用 等 へ の 対応 を 通じ た 利用 者 保護 の 取組 み の 促進 


> 3 メガ バン ク に よる 海外 発行 カー ド 対 応 ATM の 整備 の 促進 等 





三 . その 他 の 重点 施策 


| 


> 震 炎 等 自然 炎 害 へ の 対応 


Ml 


> 東京 国際 金融 セン ター 構想 の 推進 


> 金融 指標 の 信頼 性 ・ 透 明 性 の 維持 ・ 向 上 


> 外国 為替 取引 に お ける 決済 リス ク 削 減 


> 業務 の 継続 態勢 の 整備 


